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＜あらまし＞ 本研究は，フレイル予防を題材とした学習プログラムの一実践を対象に，ワー

ク・振り返り・対話の設計上の位置づけを整理することを目的とする．プレシニア・シニア対

象の市民教室において，ワークシートと参加者記述をもとに学習活動の機能を整理した．分析

には内省と対話を重視する学習支援の視点（合田ほか，2019）を参照し，学習活動の経験過程

に着目して, フレイル予防を学習プロセスとして捉え直す点に特徴がある． 
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1. はじめに 

日本は超高齢社会を迎え，プレシニア・シニ

アを対象とした健康寿命の延伸や社会参加の促

進は重要な政策課題とされている（内閣府，

2023）．とりわけフレイル予防においては，身体
活動や生活習慣への早期介入の重要性が指摘さ

れており，地域における学習機会の役割に注目

が集まっている（国立長寿医療研究センター，

2018）． 
一方，健康教育や介護予防を目的とした学習

プログラムでは，知識提供のみでは行動変容に

つながりにくいことが指摘されている．この点

について合田ほか（2019）は，大学生を対象と
した研究において，「新しく学んだことについて

他者と会話する」学習行動が生涯学習とキャリ

アレジリエンスとの間で最も高い正の相関を示

したと報告している．これは，学習者が自身の

経験を内省し，他者との対話を通して意味づけ

を行う過程を支える学習支援の重要性を示唆す

るものである． 
本研究では，フレイル予防を題材とした学習

プログラムの一実践を対象に，ワーク・振り返

り・対話といった学習活動に着目し，これらが

授業の進行過程においてどのように位置づけら

れていたかを整理することを目的とする．なお，

本稿は学習成果の検証を目的とするものではな

く，今後の学習設計を検討するための基礎的整

理を意図している． 

2. 実践の概要 

本研究の対象は，地域在住のプレシニア・シ

ニアを対象として実施された市民教室である．

本プログラムは，全 12回（各 90分）で構成さ

れ，健康や生活改善をテーマに，講義，体験，

ワーク，対話を組み合わせた形式で実施された． 

学習設計にあたっては，学習者の経験や生活

文脈を重視し，内省と対話を通して学習を深め

ることを重視する合田ほか（2019）の学習支援

の考え方を基盤とした．とくに，「学んだことを

他者と会話する」行為と学びの持続性との関連

を踏まえ，参加者同士の共有や対話の機会を意

図的に組み込んだ． 

各回の授業では，参加者がワークシートを用

いて生活状況や気づきを記録し，その内容をも

とに個人での振り返りや参加者同士の共有を行

う時間を設けた．この構成は，内省と対話を通

じて学習経験を再構成し，次の行動へとつなげ

る学習支援の考え方と整合的である． 

3. ワーク・振り返り・対話に関する設計上の
整理 

3.1. ワークによる内省の促進 

ワークは，学習内容を参加者自身の生活経
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験と結びつけて整理するための手段として位置

づけられていた．日常生活における行動や気づ

きを記述することで，学習内容を自己の経験と

して捉え直す内省の機会が形成されていた． 

これらの記述には，現状の整理に加え，「今後

どのような生活を送りたいか」「今後も続けたい

ことは何か」といった将来志向の内容も含まれ

ていた．合田ほか（2019）が示すように，自己

の経験を振り返り言語化する学習行動は学習の

継続性と関連しており，本実践におけるワーク

は，生活経験と将来志向を結びつける内省を支

える設計要素であったと考えられる． 

3.2. 振り返りによる学習経験の意味づけ 

振り返りは，実践内容や授業中の学びを再確

認し，学習経験に意味づけを与える機会として

設けられていた．合田ら（2020）は，方向性や

目標を持つことが生涯学習やキャリアレジリエ

ンスと正の相関を持つことを示している． 

本実践においても，振り返りを通して，これ

までの取り組みを肯定的に捉え直すとともに，

「これから挑戦してみたいこと」や「実現した

い生活像」といった目標を再認識する記述が見

られた．このことから，振り返りは理解の確認

にとどまらず，将来の実践を構想する契機とし

て機能していたと考えられる． 

3.3. 対話による相互理解と学習環境の形
成 

対話の場では，参加者がそれぞれの経験や取

り組みを共有する機会が設けられていた．合田

ほか（2019）が示すように，「学んだことを他者

と会話する」学習行動は生涯学習と関連する． 

本実践においても，対話を通して参加者同士

が互いの経験や価値観を認め合い，将来に向け

た思いや目標について語り合う場面が見られた．

こうした対話は，自身の目標を相対化しながら

再構成する機会となり，安心して学び合える学

習環境の形成に寄与していた可能性がある． 

4. おわりに 

本稿では，フレイル予防を題材とした学習プ

ログラムの一実践を対象に，内省と対話を重視

する学習支援の視点（合田ほか，2019；合田，

2020）を基盤として，ワーク・振り返り・対話

に関する設計上の整理を行った．とくに，生涯

学習の継続性と関連が示されている内省や対話

の要素が，本実践においても意図的に組み込ま

れていた点は重要である． 

一方で，本稿では学習成果の検証や設計全体

の体系化までは扱っていない．今後は，学習成

果や行動変容との関係を含め，学習支援の枠組

みに基づいたさらなる検討が求められる． 
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